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Summary

　The　suppresscd 　branching　trait　in　melon 　is　a　Iabor　saving 　charactcristic 　because　it　climinates 　the

need 　to　prune　latela且shoots ．　The　mode 　of 　inheritance　of　this　suppressed 　branching　trait，　derived　from

Cucumis 　melo 　var ．　agrestis 　and 　introduced　into‘Melon 　Ano 　No ．17，

，was 　investigated．　Segregation　of

blanching　types　in　Fb 　its　reciprocal 　cToss 　F2　and 　backcross　progenies　from　the　cross 　between
‘Melon

Ano 　No．17，
　and

‘Hanlkei−3’
，
　a　normal 　branching　varicty ，　fits　the　expected 　ratlo　assuming 　that　the

trait　is　contlolled 　by　a　single　recessive　nuclear 　gcnc．　Contrarily，　F 且progenies　between
‘Melon　Ano　No ，

17’and ’YS −Honeydew ’
，
　anothel 　no 皿 al　branching　variety，　exhiblted 　a　continuous 　variation 　from　the

suppressed 　blanching　type　to　the　normal 　b【anching 　type．　These　results　suggest 　thaI　the　suppressed

branching　trait　is　controlled 　by　a　single 　recessive 　or 　incompletely　dominant　major 　gene ，　which 　we 　call

supp 陀 ∬ ed 　branch（symbolized 　by　sb ），
　and 　that　the　degree　of 　dominance　may 　greatly　be　affected 　by

the　genetic　background　and ！or　envimnmental 　factors．

　When 　the　relationship 　between　suppressed 　branching　trait　and 　some 　other　charactels　in　the　F2

proge且ies　of
‘Melon　Ano 　No ．17’and

‘Harukei−3，

　were 　examined ，　the　suppressed 　branching　trajt
correlated 　negatively 　with 　plant　vigor ．

Key 　Words： 1abol　saving，
　lateral　shoots，

　melon
，
　suppressed 　bTanching　trait．

緒　　言

　我 が 国 の メ ロ ン栽培に おい て は，着果や草勢を適切に

コ ン トロ
ール して高晶質の果実を生産す る ため，また，過

繁茂に よ る作業性の 低下や病害の 蔓延 を防 ぐ目的 で，側

枝摘除等の 整枝作業を行 っ て い る．さ らに ， 整枝痕 か ら

の ウ イ ル ス病や つ る枯病等の 侵入 を防ぐた め，整枝作業

後に は殺菌剤 の 散布や 塗布も行われて い る．こ れ らの 作

業に は多大な時間と労力を要 して お り，省力化技術の 開

発が重要な課題 に な っ て い る．

　整枝 に 関 わ る作業の 省力化に育種的に対応 す る に

は，主枝，側枝 の 形 態に 関連す る草型形質に 注目す る必

要 が あ る．過去に報告さ れ て い る ウ リ科野菜の 草型形質

と して は，キ ュ ウ リの 心止 まり（George，1970），短節間

（Pyzhenkov・Kosareva ，　1981）， セ イ ヨ ウ カ ボ チ ャ

2000 年 2 月 4 日　受付．2000年 8月 18日　受理．

本報告の 一部 は園 芸学会平成 10年度秋季大会にお いて 発表 した ．
＊Corresponding　author ．

（Cucurbita　maxima ）　fO
’
よびペ ポカ ボ チ ャ （C．　pepo）の 短節

間 （Denna ・Munger，
』
1963），ス イ カ の 短節間（Liu・Loy，

1972），メ ロ ン の 短 節間 （Parisら，1984），無側枝 （Foster
・

Bond，1967）等が ある．栽培労力の 省力を 目的 と し，こ

の よ うな形質を実際に利用 して品種育成を試み た報告 も

あ る．キ ュ ウ リで は，心 止 ま り形質を 利用 し，側枝 が 低

節位で 心止ま りす る短側枝性系統 が得 られ て い る （菅野 ・

上村，1980）．ニ ホ ン カ ボチ ャ （C 〃moschat の で は，わ い

性 （短節問 ＋ 心止 ま り）の 突然変異体を利用 して ，
‘
蔓な

し雉子
’

とい う品種 が育成 さ れ て い る （小林，1967）．ま

た ス イ カ で は，少側枝性の 突然変異体を利用 して少側枝

性品種 が育成さ れ て い る （Lin ら，1992）．

　
一

方，メ ロ ン に お い て，Yoshida 　・　lshiuchi（1994）は，

旧 ソ 連 か ら導入 し た雑草 メ ロ ン （Cucumis　melo 　var ．

agrestis ）に，側枝の 発生数が非常に少な く，発生 した 場

合も大部分 が途中 で伸長を停止す る系統
‘LB − 1’を見出し

た，また，
‘LB − 1’と普通側枝性品種 の交雑F1 の 調査か

ら，こ の 形質に は不完全優性の主働遺伝子とい くつ か の

変更因子 が 関与す る こ とを推測 して い る，筆者 らは ，
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‘LB − 1’

と普通側枝性実用品種 との 戻し交雑に よ り，側枝

発生率 が 高 く，しかもそ の 大部分が 10cm 内外で伸長を

停止す る，短側枝性系統
‘

メ ロ ン安濃 14号
’

を育成した．

本系統 は黄皮白肉 の ノ
ー

ネ ッ トメ ロ ン で ，実用品種 に 比

べ 果実糖度が 低 い こ と，植物体 の 草勢が弱め で あるこ と

等の欠点を有する が，整枝作業の大幅な省力化が可能な

品種 を育成す る た め の 育種素材 と して 極め て 有用で あ る

と考え ら れ る．

　筆者 らは，
‘

メ ロ ン安濃 14号
’
の姉妹系統で あ る

‘
メ ロ

ン 安濃 17号 ’

を 用 い，短側枝性の 遺伝様式を解析す る た

め の 交雑世代 を育成 した．本研究で は ， そ れ らを材料と

して ，育成系統が有する
‘LB − 1’

由来 の 短側枝性 の 遺伝様

式を明らか に す る と ともに ，短側枝性と草勢関連形質 の

関係を検討 した．

材 料 お よ び 方 法

試験 1．短側枝性の 遺伝解析

　 短側枝性親 に は ，

‘

メ ロ ン 安濃 14号
’
と同程度 の 短側枝

性を有 し，短側枝性 に つ い て固定が確認 さ れ て い る系統
‘
メ ロ ン安ue　17号 ’

（来歴を第 1 図 に示 す ．以 下
‘
安濃 17

号
’
と略称，P1）を用 い た．普通側枝性親 に は，固定品種

‘

春系 3号
’

（P2）を用 い た．そ れらの 交配 に より F1（Pl ×

P2）．正逆 の F2（Pl × P2，　 P2× P1），　 BCPI 〔（Pl × P2）×

P1〕，
　 BCP2 〔（Pl × P2）× P2〕を育成 し，遺伝解析 に供試

した．供試個体数は Pl，　 P2を各 12個体，　 F1を 20個体，

F2（PI　x　P2）を 100個体，　 F2（P2　x　Pl）を 20個体，　 BCPI お

よ び BCP2 を各 50個体 と した ．ま た，短側枝性系統 （Pl）
と普通側枝性固定品種

‘YS ハ ネ ジ ュ
ー ’

（P3）の交雑 Fl（Pl
× P3）16個体を，　 P310個体 とともに供試 した．1997年 3
月 10 日 に播種 し，ガ ラ ス 室内で 育苗後，4月 9 日 に ビニ

ル ハ ウ ス に 定植 した ．うね幅200   ，2条植え，株間 45

cm （222株 ！a），主枝 1本立 ち作 りで栽培し，1株当 り 1果

着果 させ た．草丈 が 支柱 の 上端 （高さ約 180cm ）に 達 した

時期に摘心 し，長 く伸長 した側枝 は 調査後適宜摘除 した，

普通側枝性晶種 の 側枝の 大部分が 50cm 以上 に 伸長した

時期（5月 21日 一・30 日 ）に，主枝 の 第 11〜20節に発生 した

側枝 の 形態 を 調 査 した．各個体 の 短側枝性 の 評価 に 当 た

っ て は，側枝の形態別に重み付け して 以 下 の ように 指数

化を行 い ，そ の 平均値を側枝型指数と して 短側枝性 の 指

標と した．

普通側枝 （無限 に 伸長す る側枝 ；調査時 の 側枝長の 目安

　　　　 50   以上 ）：5

や や伸長が抑制さ れ た普通側枝 （25cm 以上 ）：3

短側枝 （早期 に 伸長 を停止，あ るい は伸長が著 しく抑制

　　　 さ れ て お りい ずれ伸長を停止す る と考え られる側

　　　 枝 ；25　cm 未満）：1

無側枝 （側枝が発生 しな い ）：0

試験 2．草勢に関わる植物形質との関係

　
‘

安濃 17号
’

×
‘

春系 3号
’

の F2（PlxP2 ）100個体（試

験 1と同一
）を供試 した．1997年 3月 10 日に播種 し，4

月 9 日 に定植後 ， 試験 1と同様の方法で栽培 した．生育初

期 の 5月 2 日に 草丈を，果実肥大中期 の 6 月 5 日 に茎径

（第 10−11節問 ），葉幅お よ び葉柄長 （第 10葉 ）を調査し

た ，

結　　果

試験 1．短側枝性の遺伝解析

　第 2図に
‘

安濃 17号
’

と
‘

春系 3号
’
の交雑後代 に お け

る側枝型指数 の 個体分布を示す ．短側枝性系統の
‘
安濃

17号
’

（Pl）は側枝型指数 2．6以下（平均 1．3），普通品種 の

‘

春系 3号 ’

（P2）は 3．4以上 （平均 4．8）を示した，これ を も

とに ，側枝型指数 2，6以下 の 個体を短側枝性，そ れ 以上 を

普通側枝性 と して 遺伝様式を検討 した，

　Fl（PlxP2 ）は，ほ ぼ全て の 個体 が P2と 同程度 の 普通側

枝性を示した．F2（P1× P2）で は，側枝型指数が O．9−5．Oの

範囲に連続的 に広 く分布した．側枝型 指数 4．2・・5．Oの 普通

側枝性個体が最も多か っ た が，Pl と同程度の側枝型指数

（2．6以下 ）を示 した個体が 100個体中 19個体現れ た．ま

た 逆交雑 の F2（P2 × Pl）に お い て も，20個体中 6個体 が 短

側枝性を示 した．BCPi 〔（Pl× P2）× Pl〕に おい て は側

枝型指数が 0．9−5．0 と幅広 い 分布を示 し，50個体中 22個
体が 短側枝性を示 した．対照的 に BCP2 〔（P1× P2）× P2〕

で は 50固体中49個体が P2と同程度の 普通側枝性を示 し，

残 り 1個体も普通側枝性個体と判定さ れ，短側枝性個体は

現れなか っ た．

　F2
，
　 BCP1 お よ び BCP2 に おけ る短側枝性個体と普通側

枝性個体の 分離比 に つ い て ，短側枝性が単因子劣性 に遺

伝す る と仮定して X2検定を行 っ た．そ の 結果，　 F2，　 BCPl

お よ び BCP2 は，それ ぞ れ期待 さ れる分離比 （短側枝性個

体 ：普通側枝性個体 ≡1：3，1：1，0：1）に よ く適合する分離

を示 した （第 1表 ）．

　第 3図 に，Fl（
‘
安濃 17号

’
×

‘ys ハ ネ ジ ュ
ー’

）に お け

る側枝型指数 の 個体分布を示す． ‘YS ハ ネジ ュ
ー’

（P3）
は，

‘

春系 3号 ’

と 同様に 側枝型指数 4．2以上を示 し た，

と こ ろ が Fl（P1× P3）は ，側枝型指数 1．6−5．0 の 範囲に連

続的に 幅広 く分布 した．P3と 同程度 の 側枝型指数を示す

濫黙 ∵ 一

τ匿：：ll：：：：：1［：：；：：譜1蹴 ；；：：
　　Fig．1．　 Pedigree　of ‘

Melon 　Ano 　Ne ．17’．‘Erizabesu’　is　a　normal 　branching　variety 　introduced　from 　China，
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Fig．2．　 FrequenCy　disUibution　of　branching　type　inClex　in　progenies　between　
‘Melon　Ano 　No．17’（Pl）and

　　
‘Harukei−3，（P2）．

Table 　l．　 Segregation　ofbrancbing 　types　in　F1
，
F2　and 　BC

且progenies　between

　 　 　
‘Melon 　Ano 　No ．17 ’

and
‘Harukei −3’．

Line
Branching　typeZ

SupPressed　 No   a1Expectedratioy

X2 　　　　Probability

Fl（PlxP2 ）

F2（P且xP2 ）

F2（P2xPL）

BCPI 〔（PlxP2）xP1 〕

BCP2 〔（PlxP2）兀P2〕

09rO20　

1

　

2

01480200125 0 ：11

：31

：31

：10

：1

1．920

．270

，72

0．25 −0．10

．75−050
．5−0．25

zSuppressed
：branching　type　index≦ 2．6，　Nom 夏a1：＞2．6．

yOn
　thc　assumption 　that　the　suppfessed 　branching　trait　is　controlled 　by　a　single 　recessive 　gene ．

個体が 16個体中 8個体と最も多か っ た が ， 同指数 2．6〜3．4

を示す両親の 中間的な個体が 5個体現れ，2．6以下の 短側

枝性個体も 3 個体現れ た ．

試験 2，草勢 に関わ る 植物形質との 関係

　第 4図に
‘
安濃 17号

’
x

‘
春系 3号

’
の F2世代に お ける，

草勢に 関 わ る 植物形質 と側枝 型 指数 の 関係を示す ．生 育

初期 （定植 23 日後）に お け る草丈は，60−160 　cm の 間に

分布 し，側 枝 型 指数 と の 間 に は 弱 い 正 の 相 関 （r ≡

0298 ＊ ＊

）が 認 め られ た （第 4 図上 〉 茎径 （果実肥大中期）
は ，6．9−・13．6mm の 範囲に 分布 し，側枝型指数 との 間に

は 正の 相関が 認められ た （r ； 0．584＊＊＊，第 4図下 ）．側枝

型指数 2．6以下 の 短側枝性個体 に お い て は，茎径 は最大で

も 10．2mm で ，　 F2世代全体 の 平均値 （10．3　mm ）よ りも細

か っ た．また ， 果実肥大中期に おけ る葉の大きさ （葉幅）

や 葉柄長 との 間に も弱 い 正 の 相 関 が認 め られ た （r ＝

0．254 ＊

，O．276＊ ＊

）．な お，
＊

，

＊ ＊

，

＊＊ ＊
は そ れ ぞ れ 5％，

1％，0．1％ 水準 で 有意 とす る．

考　　察

　
‘
安濃 17 号

’
と

‘

春系 3号
’
の 交雑 Fl

，
　 F2

，
　 BCPI

，

BCP2世代を用 い た遺伝解析に おい て は，短側枝性が単因

子劣性に 遺伝す る と した 場合の 期待 さ れ る 分離比 に よ く

適合 し， 短側枝性 に は 1つ の 主働遺伝子が 関与す る こ と が

示唆された．また，正逆交雑 の F2の 間 で 側枝型指数 の 分

離 に 大きな違 い が み ら れな か っ た こ とか ら，細胞質の 関

与は な い と考え られ た，
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Fig。　4。　Relatienships　between　branching　 type　 index　 and 　 two

　　 characters 　related 　with 　plant　vigor 　in　F2　population　derived

　　 from　the　 cross 　between　
‘Melon　Ano　No．17’（Pl）and

　　
‘Harukei−3，

（P2）．

　　 ●　： F2（pi ×　P2），〔〕　：pl （average 　of 　12　plants）， △　： pz

　　 （average 　of　12　plants）．　 Plant　height　was 　measured 　at　23

　　 days　after　planting．　 Diameter　of　stem 　was 　measured 　at　the

　 　 intemodo 　between 　10th　and 　llth　nodes ．

　
一方，

‘
安濃 17号

’
と

‘
春系 3号

’
の F1で は短側枝性

が 劣性 に 発現 した の に 対 し，
‘

安濃 17号
’
と

‘YS ハ ネ ジ

ュ
ー ’

の FIに お い て は，短側枝性 を 不完全優性 も し くは

優性に発現す る個体が現れた．こ の こ と は，Flに おける

短側枝性 の 発現程度が交配組合せ に よ っ て 異 な る こ と を

示 して い る．こ れ に は 交配親 の 遺伝的背景 の 違い が大き

く影響 して い ると推察 される．その
一

つ と して ，短側枝

性主働遺伝子 に 対 して 効果の 異な る複数の 対立遺伝子 が

存在す る こ とが考え られ る．と こ ろ で，Dema （1971）は

キ ュ ウ リの心止まり系統に ， 非心止ま りの 12系統を交配

した Flの 観察か ら，心止 まり遺伝子の 浸透度が組合せ に

よ っ て 異 な る こ とを報告 し，効果 の 小 さ い 複数の 変更遺

伝子の存在を想定 して い る，本研究に おけるメ ロ ン の 短

側枝性 に 関与する主働遺伝子 に つ い て も，普通側枝性 品

種 の 有す る微動遺伝子 の 効果 の 違い に よ り，Flに お ける

短側枝性の 発現程度が変動 した と い う可能性も考え ら れ

る．ま た，
‘
安濃 17号

’
と

‘YS ハ ネ ジ ュ
ー’

の Flに お い

て ，遺伝的に は ほ ぼ 均
一

と推察され る に も関わ らず側枝

型指数に分離が 認 め られ た が ，
こ の 原因と して は ， 短側

枝性の 発現程度が ビ ニ ル ハ ウ ス内の 微気象の 影響を受け

て 変化 した こ とが考えられる．こ れまで に，短側枝性固

定系統を用 い た研究で ， 人工 気象室内の 温度や 光条件を

変えて 生育させ た場合，一
定以上 の 高温強光条件下 で は

短側枝性発現 が 抑制さ れて 側枝 が普通に伸長す る こ とが

確認 され て い る （小原 ら，1998）．ま た ，Shifriss（1947）
は，カ ボ チ ャ の短節間性遺伝子 ・Bu をヘ テ ロ に有す る個体

に つ い て，遺伝子の発現が栽培時期に よ り優性か ら劣性

に大き く変化す る こ とを示して い る．短側枝性主働遺伝

子につ い て ヘ テ ロ 型 で あ る Fl（
‘

安ue　17号 ’

×
‘YS ハ ネ ジ

ュ
ー ’

）は，ホ モ 型 よ りも環境 の 影響を受 けやすか っ た可

能性が あ る，

　以上 の 結果 か ら，
‘
安濃 17号

’
の 有す る短側枝性 は，1

つ の 核内主働遺伝子 が 関与す る劣性ま た は不完全優性の

形質で あ る と考え られ た，こ の 短側枝性に 関与す る主働

遺伝子 を sb （Supρressed 　branch）とす る こ と を提唱す る．

sb の不完全優性の 程度は ， 交配親 の 対立遺伝子あ る い は

遺伝的背景 と，環境条件 の 影響を受けて変動し，
‘

安濃 17

号
’
と
‘
春系 3号

’
の F

星
の 場合の よ うに 完全な劣性を示す

場合もあ る と考え られ る．従 っ て ，短側枝性を利用 した

実用 Fl品種の育成に お い て は ，　 Flが sb を ホ モ に有する

ように，両方の 親系統に sb を導入 して お くこ とが望ま し

い と考え られ る．

　草勢 に関わる植物形質 （草丈，茎径，葉幅および葉柄長 ）
と側枝型指数の間に は有意な 正 の相関関係 （つ ま り短側枝

性 とは負の 相関 ）が 認 め られ，短 側枝性は草勢と 関連 した

形質で あ る と考え られ た，植物体の 草勢 の 弱さ が 生産力

や果実品質の低下に つ なが る場合も考え られ る た め，短

側枝性系統の 選抜に当た っ て は留意 す る必要が あ る，た

だ し ， 茎径以外の 3形質に つ い て は 短側枝性との 相関関係

は弱 く，強短側枝性個体 の 中か ら実用的な草勢を有す る

個体を選抜す る事は十分可能で あ る と考え られ る （第 4図

上 ）．ま た近年，群落内の 通気性や光線透 化性の 向上 ，整
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枝誘引等栽培管理労力の省力化等の メ リ ッ トを有す る ， 小

葉，短節間等の 形質へ の 要望が高 くな っ て い る，短側枝

性系統 の 草姿が 小 さ い 傾向に あ る こ と は，こ の 面 に おい

て 有利 とみる こ と もで き る だ ろう．

摘　　要

　メ ロ ンの 整枝作業の 省力化 を可能 に する短側枝形質を

導入 した メ ロ ン系統
‘

メ ロ ン 安濃 17号 ’

を用 い ，短側枝

性 の 遺伝解析を行 っ た，
‘
春系 3号

’
と の 交雑 Fl，　 F2，

BC1 世代に おける短側枝性個体 と普通側枝性個体 の 分離

比 は，短側枝性 が単因子劣性に遺伝す る と仮定 した場合

の 分離比 に よ く適合した，一方
‘YS ハ ネジ ュ

ー ’

との交雑

Flは，短側枝性個体 か ら普通側枝性個体ま で連続的に分

布 した．こ れらの こ とか ら，短側枝性は 1つ の 主働遺伝子

sb に 支配され る劣性また は不完全優性 の 形質で あ り，交

配親 の 対立遺伝子あ る い は遺伝的背景や 環境要因 の 影響

を受けて発現の 程度が変動す ると推察され た．また，草

丈，茎径等の 草勢 に 関わる植物形質と短側枝性の間に は

有意 な負の 相関関係 が 認 め られ，短側枝性は草勢と関連

した形質で あると考え られ た，
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